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投
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輪
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・
・
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市
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現
今
に
於
り
る
錦
替
相
場
の
鑓
動
・
蹴
出
正
日
叫
ん
叫
叫

措

肌

歌

犯

我
闘
財
政
の
謹
選
・
-
-
-
-
護
喜
朗
博
士

琉
球
の
嵐
長
役
以
前
-
-
-
-
敬
校
法
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資
本
利
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叫
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版
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反
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一
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就
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凶
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論
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輸

出

信

用

保

険

に

-0 

し、

て

ノJ、

島

昌

太

N¥S 

概

言~

輪
出
信
別
保
険
ご
い
ふ
は
、
輪
出
向
が
輸
出
口
山
り
代
金
収
立
の
た
め
に
仮
出
せ
る
手
形
に
つ
き
、
輪
出
繭
者
L

〈
は
そ
め
-
手
形
を
制
引
せ
る
銀
行
が
、
輸
入
商
的
支
抑
担
絶
又
は
そ
の
支
掛

ω受
制
不
能
に
よ
り

τ被
る
損
害
を

填
補
す
る
所

ω保
険
で
ゐ
る
o

放
に
、
こ
の
保
険
は
、
輸
出
向
に
劃
し
て
は
輪
山
金
融
上
に
受
〈
る
似
盆
を
増
大

し
、
輸
出
劫
業
に
於
亡
行
は
る
、
金
制
偏
則
合
蹴
大
し
、
輸
出
信
用
上
り
危
険
を
限
定
L
、
惹
い
て
、
之
正
取
引

を
な
す
輪
入
尚
も
亦
輸
入
日
間
的
一
冗
煩
が
有
利
正
な

b
、
そ
の
結
果

t
L
て
こ
の
保
険
制
度
を
有
す
る
凶
の
聡
山
を

促
進
防
長
す
る
こ
ど
、
な
る
の
作
用
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
保
険
は
、
今
日
、
英
澗
耐
闘
に
於
て
肢
に
政
府
事
業

E
L
て
行
は
れ
、
北
米
合
衆
図
に
於
て
は
、
縦
ひ
倫

時

論

輸
出
信
川
保
障
に
つ
い
て

第
二
イ
三
巷

(
第
四
腕

λ
=一
)

ハ
O
E



入
凹
)

、、J
4
、

'
〔
J
J

時

論

輸
出
信
川
保
険
に
つ
い
℃

第
二
卜
三
容

へ
弟
閥
抗

は
そ
の
事
業
は
微
々
た
る
も
の
で
ゐ
る
げ
れ
ど
も
、

相
庄
組
織
に

τ之
を
替
ん
で
着
々
成
功
を
牧
め
つ
、
ゐ
る
も

の
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ん
¥
そ
の
輪
出
事
業
に
貢
献
し
っ
、
あ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
我
凶
に
於

τは
、
未
だ
、
こ

の
保
険
が
行
は
れ
て
居
な
い
の
は
言
ム
ま
で
も
な
き
所
で
ゐ
る
の
み
な
ら
争
、

か
、
る
保
険
を
行
ふ
の
必
要
あ
る

か
、
ま
た
は
之
を
行
ふ
の
可
能
ゐ
る
か
、
ご
い
ふ
こ
さ
じ
就
い
一
ー
の
研
究
す
ら
之
あ
る
を
知
ら
な
い
朕
態
で
あ
る
。

併
し
乍
ら

引
払
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、

我
が
輸
出
の
鋭
守
岡
た
る
こ
れ
ら
諸
国
に
於

τ、
併
に
こ
の
保
険
を
行

っ

τ居
る
以
上
は
、

我
岡
に
於
工
会
〈
之
ef
仙
怖
か
ば
、

我
が
愉
出
向
は
、

-
」
れ
ら
諸
闘
の
輪
出
繭
に
謝
立
し
て
、

貿
易
の
相
手
方
た
る
恥
入
耐
に
金
融
信
川
を

mAふ
る
上
に
於
工
、

干E
0) 

z
p
p
n与
を
附
せ
ら
れ
た
結
川
市
ご
な

h
ノ
、
そ
れ
は
我
が
輸
出
の
畿
展
上
重
大
な
る
粘
川
取
を
芯
起
す
山
院
が
あ
る
ご
思
は
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
己
は
、
寧

に
商
工
業
に
閲
す
る
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
失
業
労
働
の
問
題
と
し
て
も
、
重
大
胡
す
べ
き
も
り
で
J
る
。
故

こ
の
問
題
を
再
び
研
先
し

に
、
最
近
、
米
獅
的
輸
出
信
用
保
険

ω国
経
じ
附
す
る
報
道
を
特
記
る
機
品
目
を
以
て
、

ゃ
う
正
思
ふ

ω
で
あ
る
。

こ
の
輪
山
信
用
保
険
ピ
い
ふ
も
の
は
、
戦
前
に
於
て
も
、
之
を
一
つ
の
企
業
E
L
て
行
ふ
こ
E
を
計
査
し
た
も

ご
き
た
ま
こ
の
保
険
が
行
は
れ
た
こ
=
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
併

の
が
あ

h
、
ま
た

R
F
-
3
4凶

に
於
て
も
、

し
、
質
際
上
の
重
要
を
加
へ
た
の
は
、
大
戦
以
後
、
間
際
金
融
が
脱
塞
し
、
特
に
弱
小
闘
に
於
け
る
総
入
商
の
金

本誌前官晶、訓稿 p胸IUt言JiJ保険制脱届Ij~GD提案」事同1) 



融
信
用
が
不
安
正
な
・
り
た
る
に
由
る
の
で
あ
Z
。
そ
し

τぞ
れ
が
現
賀
山
重
要
な
る
事
賀
正
な
っ
て
、
荷
も
岡
際

貿
易
に
利
害
の
閥
係
を
も
っ
ゐ
の
に
己
つ
て
は
、
之
に
謝
す
る
注

H
を
息
!
り
得
な
く
な
っ
た
の
は
、
今
年
旦
具
、

英
鵬
判
刷
凶
仁
於
て
、
政
府
部
業
正
し

τ大
規
模
に
之
を
行
ふ
に
至
つ

τか
ら
の
こ
正
で
あ
る
。

私
は
本
J

品
川
前
枕
に
於
て
、
畑
澗
逸
政
府
の
輸
出
信
用
保
険
制
度
に
闘
す
る
経
務
省
の
集
を
紹
介
L
τ
置
い
ー
た
。
併

L
、
そ

ω筏
ゆ
報
道
じ
よ
る
ご
‘
「
こ
の
案
は
阪
に
賀
行
せ
ら
る
、
蕗
芭
な
bJ
、
且
つ
多
方
面
か
ら
、
特
に
輸
出

工
業
泳
か
ら
は
、
非
情
に
似
迎
せ
ら
れ
た
。
輪
山
信
用
保

d

険
所
は
彩
し
い
申
込
を
以
て
多
忙
を
秘
め
て
居
る
o

そ

L
て
、
疑
ひ
も
な
〈
‘

そ
の
質
施
以
来
未
に
幾
許
も
経
た
な
い
の
に
、
之
は
多
数
的
批
文
に
つ
い
V

て
輪
山
を
可

能
な
ら

L
め
た
。

こ
れ
ら
の
註
支
は
、
悲
し
こ
の
保
険
の
制
度
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
満
州
唱

ω絡
協
明
か
ら
止
〈
は
れ

た
で
も
ゐ
ら
う
所
の
も
の
で
ゐ
る
」
正
の
二
ピ
で
ゐ
る
。
そ
し

τ、
酬
明
地
仁
於
て
は
、

こ
の
、
私
が
前
統
に
紹
介

L
た
も
の
、
外
仁
、
夏
に
』
ン
プ

w
p
の
商
人
に
よ

h
て
計
査
せ
ら
れ
た
別
の
案
が
あ
っ
て
、

そ
れ
も
A
1
日
に
工

は
賀
行
せ
ら
れ
て
居
る
己
ヤ
ム
報
道
が
ゐ
り
、
英
吉
一
利
の
計
査
の
み
」
案
も
到
着
し
た
か
ら
・
我
闘
に
於
け
る
こ
の

問
題
を
研
究
す
る
仁
っ
き
先
づ
こ
れ
ら
の
内
容

ω大
略
を
紹
介
ぜ
ね
ば
な
ら
旧
制
。

古

τ・
前
銑
及
び
本
就
に
紹
介
す
る
所
の
英
嗣
抑
制
闘
の
国
営
又
は
竿
岡
崎
慢
の
輸
出
信
用
保
険
が
行
は
る
、
以
前

に
あ

b
て
は
、

-
』
の
保
険

u如
何
な
る
献
態
に
あ
っ
た
か
。

日』

愉
山
伝
川
保
除
に
つ
い
て

.. 倫

第
ニ
十
三
血
管

(
停
凹
杭

八
五
)

j電

C 
4 
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時

J満

抽
出
信
周
時
働
に
つ
い
て

第
二
十
三
岱

へ
第
四
蹴

九
六

円。A

北
米
仕
衆
闘
に
於
て
は
、
戦
争
直
後
よ
り
民
修
正
し
て
の
ニ
の
保
険
一
伊
豆
吉
吾
冨
E
z
p
E
2
3
〉
E
o
n
E
2
2

に
よ
り

τ附
究
山
中
一
ら
札
、

そ
れ
に
基
じ
て
、
一
九
一
一
一
年
二
月
に
歪
り
4
7
0

〉
ヨ
注
目
ロ
冨
自
己

M
5
5
3・司。百円問ロ

(
U『
巾

ι円
件

同ロ
ω
C円
山
口

n
m
開
以
内
の

-MEmoz
い
ム
名
締
を
も
っ
相
互
保
険
の
組
合
が
設
立
ゼ
ら
れ
た
。
こ
の
組
合
は
、
嘗

初
、
中
小
仇
畑
山
商
を
組
合
員
正
し
て
、
之
に
輪
山
信
用
保
険
を
別
う
る
ζ

ご
を
目
的
ご
し
た
も
の
で
，
設
立
噛
同
時

キA

問
、
日
目
、
B
E
4
d
t〉

I
U
乙ピ

t

品
ノ
f
E
カ
L
J
Z
、
一
一
白
名
で
ゐ
っ
た
が
、

忽
年
に
は
四
百
名
に
増
加
し
、

一
九
二
三
年
に
は
六
百
名
正
な
り
、

組
合
川
県
中
に
は
省
力
な
る
大
輪
出
商
も
加
入
す
る
ピ
い
ふ
盛
況
を
口
市
し
に
。
併
し
、
合
衆
凶
に
於
1
は
、
輸
出
信

用
保
険
を
相
官
臼
も
の
は
、

こ
の
組
合
が
殆
ど
唯
一
の
も
の
℃
、
他
に
も
同
慌
の
計
比
Uef
立

τた
も

ω
が
あ
っ
た
が

成
功
し
な
か
っ
た
そ
う
で
ゐ
る
。

英
古
利
に
於
て
も
、

一
九
一
七
年
に
叶
有
国
ロ
Z
岳
、
叶
E
n
r
の
O
号。
E
R
E
な
る
も
の
が
、
「
戦
後
に
於
け
る
英

吉
利
貿
易
商
り
必
要
ご
す
る
手
段
を
之
に
供
す
る
」

Z
U
J』
目
的
を
以

τ設
立
せ
ら
れ
、

そ
し
て
そ
の
日
的
を
法

す
る
の
一
方
法
ご
し
て
輪
山
信
用
保
険
を
行
ふ
別

ω
一
曾
枇
を
叶
F
O

吋
白
骨
宮
斥
E
巳

q
p
B冨
ミ

ご
い
ふ
名

の
下
に
設
立

L
τ
、
卜
前
向
山
間
ゆ
資
本
金
を
以
て
之
を
行
ふ
唱
』
正
、
な
っ
た
o

併
L
そ
の
行
ム
所
は

mに
轍
入
商
り

支
釧
停
止
叉
は
支
捌
不
能
山
場
合
に
於
け
る
損
害
現
補
に
け
で
あ

h
、
噛
胤
叩
州
内
如
き
事
業
内
経
M
此
を
見
歩
、
輸
出

促
進
上
の
殺
肌
指
さ
し
て
は
大
し
伊
も
の
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
っ

濁
逸
に
於

τも
、
輪
出
信
用
保
険
の
賞
質
に
蛍
る
も
の
は
戦
前
よ
h
行
は
れ
、

ιω-9・ao百
ミ
業
務
ご
し
て



知
ら
れ
て
居
っ
た
o

こ
れ
は
、
輪
出
商
が
提
出
す
所

ω轍
入
商
宛
の
縛
替
手
形
を
、
耳
目
p
o
E
司

2
2
2
0
(
提
出
人

に
封

1
る
償
問
返
請
求
憾
な
き
は
式
)

に
て
刷
局
答
銀
行
が
割
引
す
る
の
で
あ
っ
て
、

従
っ
て
輸
入
商
の
支
抑
拒
絶
の

こ
の
業
務
は
戦
前
獅
逸
に
於

τは、
大
に
後
日
進

危
険
は
、

割
引
銀
行
に
於
て
負
携
す
る
こ
正
、
な
る

ωで
あ
る
。

し
、
特
に

R40一
Q
a
q
t
E
5
な
る
も
の
が
多
数
存
在
し
た
が
、
英
米
に
於
て
は
、

危
険
の
引
受
け
は
銀
行

本
来
の
任
務
に
反
す
る
所
で
あ
る
ご
い
ふ
理
由
を
以

τ、
多
(
の
銀
行
は
之
を
行
は
な
か
っ
た
。

一一
英
吉
利
政
府
の
輸
出
信
用
保
謹
及
び
保
険
事
業

英
古
利
政
府
が
本
年
七
月
十
二
日
よ
h
質
施
し
た
る
輸
出
信
用
保
険
制
度
は
、
叶
r
o
p
q
o拝
。
。
島
〉
の
仲

よ
り
て
利
則
し
得
る
所
山
二
千
六
百
高
山
明

ω中
の
二
千
高
磁
を
基
金
ご
す
る
も

ωで
、
賞
施
の
日
よ
h
三
ヶ
年
の

期
限
営
以

τ行
ひ
、

そ
の
聞
に
得
る
所
の
経
験
に
よ
っ
て
期
除
後
民
間
曾
一
祉
が
之
を
経
倍
す
る
の
恭
磁
を
作

ιん

正
す
る
も
の
で
め
る
。
こ
の
制
度
に
於
て
は
、
保
険
は
、
保
設

(
四
日
目
口
市
m
m
)

事
務
ご
挫
立
的
に
行
は
る
、
の

で
ゐ
っ
て
・
手
央
本
国
ニ
於
て
全
部
又
は
一
部
生
産
官
ら
れ
又
は
製
造
せ
ら
れ
た
る
貨
物
(
石
炭
を
合
む
)
の
英
本

岡
よ
り
の
輪
出
に
閥
聯

Lτ
、
海
外
の
民
手
に
宛

τ、
振
出
さ
れ
た
る
，
磁
手
形
の
満
期
日
に
於
け
る
支
抑
を
保
護

(四

Z
R
E件
。
。
)
す
る
』
の
形
式
に
於
工
行
は
る
、

ωで
あ
る
o

ニ
的
制
皮
に
よ
・
り
て
、
若
し
輪
出
荷
が
、
保
険
ご
し
て
の
便
盆
を
受
け
ん
ご
す
る
場
合
に
は
、
濁
逸
の

R
h

且。-

(
品
四
都

λ
七
)

大

O
丸

論

輸
出
信
川
梓
除
に
つ
い
て

第
一
一
十
三
番

~~ 

『附



Ulf 

論

輪
山
信
川
保
険
に
つ
い
て

佑
二
十
三
容

(
帥
静
岡
部

凡
J丸

，、

。

日。
ι言
。
ミ

E
E
の
や
っ
て
賠
っ
た
慌
に
、
そ
の
手
形
は

重
吾
O
巳
円
。
n
o
z
B
O

の
形
式
に

τ板
山
吉
れ
る
こ
言
、

し

そ
の
額
一
而
に
封

L
政
泊
り
何
品
。
耳

O
Z日

E
O
E
Eロ
Z
O
U
名
目

E
E伸
一
炉
最
高
七
五
%
ま
で
の
四

E
B三
2

(
以
下

使
宜
上
「
保
訟
」
の
詩
語
を
以

τ之
に
充
つ
)
を
奥
へ
る
の
で
ゐ
る
o

故
仁
・
』
の
場
合
に
於
て
は
、

手
形

名
山
知
人
た
る
恥
入
繭
が
支
搬
を
拒
絶

L
た
ビ
き
に
は
、

こ
の
手
形
を
割
引
し
た
る
銀
行
は
、
政
府
保
諮
の
金
額
ま

で
は
政
府
よ
り
緋
泌
を
受
け

τ、
こ
の
範
囲
内
に
於
て
は
‘

振
山
人
た
る
輸
出
商
に
排
携
の
請
求
を
な
す
こ
ピ
な

〈
、
叉
叫
晴
樹
た
る
政
府
保
設
外
出
り
金
額
、
郎
も
最
低
じ
て
額
耐
の
二
五
%
は
手
形
依
機
以
外
の
方
法
に
て
輸
出
前

よ
り
曲
折
憐
を
受
〈
る
こ
正
、
な
る
o
従
っ
て
割
引
は
、
恐
ら
〈
賀
際
に
於
て
は
、
政
府
保
訟
の
あ
る
所
の
一
金
額

(
故
高
で
額
面
の
七
五
%
)
に
留
ま
る
ニ
ピ
、
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
保
泣
の
限
度
を
七
五
%
仁
止
め
牝
鮎
は
前
抗

に
紹
介
し
た
る
調
逸

ω輪
出
信
用
保
険
制
度
に
於
て
、
金
制
り
三
分

ω
一
を
輪
出
向

ω自
己
保
険
ご
な
し
た
る
ご

同
一

ω趣
旨
に
基
〈
の
で
あ
る
。

ま
た
・
お

L
輸
出
古
川
が
単
に
金
融
上
の
使
盆
り
み
を
受
く
る
こ
子
炉
』
希
望
す
る
な
ら
ば
、
手
形
は

4F4山
門
『

「ロロ

日
n
o
E
目。

(
額
面
の
金
制
に
劃

L
τ
振
出
人
が
俄
逃
品
川
求
の
義
務
を
A
H
携
す
る
様
式
)

に
て
抜
山
吉
れ
る
こ
ど
、

し
、
政
泊
吋
全
額
に
机
到
し
て
保
読
を
奥
へ
る
の
で
あ
る
。

こ

ω場
合
に
於

τは
、
輪
出
商
は
振
山
人
三

L
て
、
結

局
、
全
額
俗
池
山
り
義
務
を
負
撹
[
て
居
る
的
で
ゐ
る
か
ら
・
こ
の
政
府

ω保
設
は
何
等
保
険
た
る
の
作
用
を
も
っ

て
居
な
い
。
併

L
、
総
出
荷
は
、
政
府
が
手
形
額
面
の
金
額
に
帆
到
し

τ保
詮
し
て
呉
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
た



何
等
の
鎗
保
を
供
す
る
一
』
ご
な
〈
、
甚
に
幾
に
、

こ
の
金
額
に
謝
し
て
割
引
を
受
〈
る
こ
ご
が
出
来
る
ご
い
ふ
金

融
上
の
便
宜
が
あ
る
。

夏
に
輸
出
前
は
‘

そ
的
希
望
す
る
所
に
従
ひ
、
上
越
二
つ
の
方
法
を
交
骨
合
せ
た
取
扱
ひ
を
受
〈
る
司
』
ピ
も
出

市
小
る
。
即
も
、
手
形
は
三
円
U
O
E
Z
n
o
E目
去
し
〈
は
輪
出
荷
己
嘗
局
ご
の
相
談
に
よ
り
て
定
め
た
る
桂
皮
の
償

還
義
務
附
き
仁

τ振
出
吾
、
れ
、
政
府
は
鎖
国
の
全
部
又
は
一
郎
、
輸
出
荷
の
希
望
仁
・
応
じ
て
、
保
訟
を
附
す
る
の

で
あ
る
o

併
L
・
此
的
場
合
仁
於
て
は
、
賞
局
の
承
諾
す
る
槍
保
を
提
供
す
る
の
で
な
り
れ
ば
、
輪
出
向
は
手
形

の
支
伽
桓
紺
危
険
的

J

七
五
%
以
上
を
見
る
、
-
』
ど
が
出
来
な
い
I

定
め
で
ゐ
る
。

政
府
は
以
上
三
和
の
方
法
に
よ
り
て
、
除
出
向
に
制
到
し
金
融
及
び
保
険
の
使
盆
を
興
へ
ん
ご
す
る
の
で
あ
っ

て、

こ
れ
ら
の
取
扱
ひ
は
、
長
期
信
別
に
で
も
知
期
信
用
に
で
も
.

之
を
受
〈
る

ζ
E
が
出
来
、
且

7
』
ω政
府

保
訟
は
、
手
形
而
に
一
一
義
吉
の
形
式
を
以
て
も
興
へ
ら
れ
、
叉
保
畿
放
の
形
式
で
で
も
奥
へ
ら
れ
る
。

こ
の
保
詮

u、
印
宮
口
町
の
の
E
Eロ昨日

ご
し

τ、
各
仰
の
取
引
に
つ
き
特
殊
的
に
即
刻
へ
ら
れ
、
ま
た

のめ
H

戸
内
れ
に

。c
m
w円
hw
ロH
o
m

正
Lτ
包
括
的
仁
も
山
県
へ
ら
れ
る
。
帥
も
特
定
の
一
困
右

L
〈
は
特
定
的
戸
数
グ
闘
に
於
り
る
多
数
の

聡
入
商
正
取
結
ぶ
多
数
の
取
引
に
蝋
到
し
、

一
定

ω金
納
ま
で
包
括
的
な
る
信
用
を
保
読
す
る
こ
ピ
も
あ
る
。
こ
の

場
合
に
於
て
は
・
政
府
は
之
が
受
諾
の
た
め
に
総
入
商
の
繭
枕
氏
名

ω提
出
を
要
求
す
る
こ
ご
も
ゐ
・
9
、
要
求
せ

5
る
こ
ご
も
あ
る
o

政
府
が
之
を
要
求
せ
ざ
る
場
合
に
は
、
そ
の
特
定

ω相
手
陣
に
於
り
る
取
引
に
う
い
て
輪
出

府与

前

輸
山
伝
川
保
険
に
つ
い
て

第
二
十
=
一
審

(
第
四
観

λ
九
)
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四
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H暑

1命

愉
山
信
川
保
険
に
つ
い
て

市
川
内
従
布
引
の
w
松
山
拙
を
聴
取
し
、
相
手
方
の
信
用
状
態
に
つ
き
尚
足
な
る
回
答
を
要
求
す
る
こ
正
に
な
っ
て
居
る
。

以
上
述
〈
た
る
政
泊
保
設
は
、
輸
出
商
に
興
へ
ら
る
、
の
み
な
ら
十
、
側
々
の
取
引
の
慣
失
に
つ
い
て
は
、
叉

之
を
銀
行
、
金
融
業
者
、
信
用
組
合
、
若
し
〈
は
信
用
保
険
台
管
む
曾
枇
に
封
し
て
も
奥
へ
る
の
で
あ
る
。

総
入
出
向
が
洲
期
日
に
支
酬
を
桓
絶
し
た
る
己
き
は
、
保
設
に
よ
る
政
府
支
抑
り
義
務
は
直
も
に
費
生
す
る
の
で

あ
る
が
、
俳
L
之
が
た
め
仁
は
そ
の
手
形
を
政
府
の
蕗
理
の
下
に
泣
か
ね
ば
な
ら
凶
。

以
上
は
、
英
古
利
政
府
の
輸
出
信
用
保
険
制
度
の
本
憾
で
あ
る
が
、
そ
の
賀
行
手
縦
H
A
ぴ
傑
件
の
詳
細
は
、

。Eo
s
-
Sロ
a
z
oロω
挫
ぴ
に
町
ロ
再
『
日
。
。
ロ
ι町民自
ω

正
し
て
、

そ
の
計
査
書
に
載
せ
ら
れ

τ居
る
。
併
し
、
今
そ

れ
ら
を
こ
、
仁
誇
載
す
る
の
徐
裕
は
な
い
か
ら
、
之
を
必
要
ご
す
る
向
は
4
4
M
O

回。
Hι
。
町
叶
日
常
し
「

2
2包
の
七

叶
F
O

叶回目。
ω

叶
日
ι
o
E丘
何
ロ
m
E
o
o
z
u四
回
Z
2
v
r日
m
H
Mけ

の
七
月
十
七
日
鋭
を
見
ら
れ
ん
こ
正

月
十
五
日
娩
又
は

を
母
一
む
。

調
逸
に
於
け
る
輪
出
信
用
保
険
の
漢
隼
案

こ
、
に
ま
た
英
吉
利
の
計
査
を
紹
介
し
た
が
ら
、
事
の
序
を
以

忍
は
、
前
放
に
狗
逸
経
済
省
内

J

案
を
紹
介
し
、

て
、
濁
逸
に
於

τは
延
仁
川

V
J

プ
M
F
F
案
な
る
も
の
、
あ
る
こ
吉
、
、
そ
の
獅
要

t
を
遁
べ
て
置
か
ね
ば
な
ら
向
。

こ
の
ρ

ン
プ
w
F

ク
渠
な
る
も
の
は
、
主
ご
し
て
』
ン
プ

y
p
の
商
人
等
に
よ
っ
て
考
案
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
之
叉

Neumann's Zeitschlift， a， a. O. S. 499ff目1) 



経
務
省
案
に
於
て
は
、
輸
出
事
業
に
於
り
る
代
金
取
立
不
能
的
危
険
嶋
崎
蹄
が
、
こ
の
保
険
の
主
た
る
日
的
己
な

今
日
に
て
は
併
に
賞
行
せ
ら
れ
て
居
る
ご
い
ふ
抑
制
道
が
あ
る
。

っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

』
ン
プ

w
ク
案
に
於

τは
、
寧
ゐ
輸
出
業
者
に
謝
す
る
金
融
を
自
向
な

ιし
め
る
こ
さ

が
主
眼
ご
な
っ
て
居
る
。
こ
の
案
は
、
最
初
は
、
前
掲
英
吉
利
の
保
諸
制
度
ご
同
慌
に
、
保
越
を
基
礎
正
す
る
割

ー
、

H
3

ロ

勺

白

E
4
-

の
O
E品目
ω戸

内

O
D
F
E
r
の
〉
r
N
0
1
z
a一
昨
を
基
礎
E
す
る
制
引
に
よ
っ
て
、
輪
出
荷
に
劃
す
る
金
融
を

な
さ
ん
正
す
る
こ
ご
を
考
へ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
賀
行
案
は
之
を
盛
夏
し

τ、
保
険
曾
枇
の
信
用
保
険
を
基
礎
ご

す
る
金
融
の
繍
張
を
な
す
'
」

r
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
り
岩
本
に
於

τは
、
割
引
手
形
に
於
げ
る
名
宛
人
の
支
榔
拒
絶
、
郎
も
輸
入
商
の
支
梯
拒
絶
が
保
険
せ
ら
る
、

の
で
は
な
〈
て
、
輪
出
向
の
支
榔
停
止
ゆ
危
険
が
銀
行
に
謝
し
て
保
険
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
詳
し
〈
言
へ
ば
銀

行
は
輸
出
荷
が
振
出
し
た
手
形
が
輸
入
繭
に
よ
b
て
支
梯
短
縮
に
週
ふ
た
正
き
は
、
常
に
仮
出
入
た
る
輸
出
商
に

劃
し
て
俄
訟
の
請
求
を
む
す

ωで
ゐ
る
が
、
そ
の
場
合
に
、
若
し
も
輪
出
前
が
現
に
支
榔
停
止
の
奴
般
に
あ
る

が
、
若
し
(
は
之
に
よ
っ
て
支
挑
停
止
を
な
す
な
ら
ば
、
そ
の
損
失
を
保
険
品
目
枇
が
銀
行
に
謝
し
て
填
補
す
る
ご

い
ふ
仕
組
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
o

伎
に
輸
入
耐
の
信
川
股
践
は
、
直
接
に
は
銀
行
ご
は
閥
係
な
〈
、
そ
れ
が

輪
出
商

ω支
搬
停
止
を
導
く
程
度
に
至
っ
て
初
め
て
手
形
割
引
銀
行
の
利
害
に
関
係
す
る

ζ

己
、
な
る
の
で
ゐ

る
。
従
っ
て
、
轍
入
商
の
信
用
放
態
は
、
保
険
品
問
枇
己
輪
出
荷
ご
が
調
査
す
る
こ
正
、
な
h
、
銀
行
は
輸
出
荷
の

件居

号満

崎
山
信
川
保
険
に
つ
い
て

第
二
十
三
谷
ご
(
ル
四
脱

九

) 
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輸
出
信
川
惇
除
に
つ
い
て

諭

第
二
十
三
谷

(
品
静
岡
蹴

九
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，、

四

肱
百
薬
仙
肌
態
を
調
企
す
れ
ば
よ
い
の
で
ゐ
る
。

保
険
者
は
輸
出
向
正
の
契
約
に
基
言
、
銀
行
に
保
険
諮
券
を
交
付
す
る
の
で
あ
っ
て
、
之
に
よ
っ
て
、
こ
の
案

に
よ
れ
ば
、

一
定
期
間
に
於
け
る
銀
行
の
損
失
の
三
分
の
こ
が
保
阪
せ
ら
れ
、
三
分
の
一
は
銀
行
自
ら
の
危
険
負

擦
に
暗
躍
さ
れ
て
居
る
o

保
険
料
は
、
保
険
期
聞
が
四
ヶ
月
で
ゐ
る
場
合
に
は
、
銀
行
の
制
引
金
狐
凶
凡
そ
三
分
の

一一

μ
1
1郎
も
保
険
金
額

ω
一
例
ー
ー
で
あ
る
c

そ
L
て
保
険
期
聞
が
こ
れ
よ
り
長
引
〈
ご
き
は
、
各
一
ヶ
月
に

っ
き
九
分
の
一
%
を
課
す
る
。
保
険
質
行
の
機
闘
は
、
経
済
省
案
ピ
同
じ
曾
一
枇
、
郎
、
L

出
日
目
白

関
門
向
島
沖
戸
、
め
で

閉
山

n
F
O
円
ロ
ロ
叫
ω『釦ロ戸内

司
自
ロ

r
p円
昨
日
〉
己
町
内
自
由
口
内
〈

m
B
W
}百
円
ロ
ロ
問
ω
四
日
仏

-unr山
岸

ご
で
め
る
。
併
L
、
こ
れ
ら
の

正

曾
刷
は
、
経
済
省
案
の
制
度
正
一
英
・
り
普
通

ω信
州
危
険
に
劉
L
て
は
、
掴
判
カ
そ
の
頃
怖
の
武
に
任
す
る
の
で
あ
っ

て
、
た
h
y
h
r

の
調
は
ゆ
る
非
命
危
険
(
同
島
民
自
勺
r
E
E
F。
)
に
封
L
て
の
み
閥
家
正
共
同
分
捻
の
責
任
4
T
A
H
ふ

こ
正
、
な
る
o

そ
し
て
岡
家
は
そ
れ
が
た
め
、

五
百
南
瓜
克
(
戸
冨
)
を
保
険
基
金
ご
し
て
支
山
す
る
c

右
は
ρ
y
，y
y
ク
案
の
概
要
で
わ
る
。

そ
の
特
色
は
前
述
の
如
〈
、

割
引
銀
行
に
謝
仁
聡
山
世
間
的
支
捌
停
止
の

危
険
を
保
除
す
る
所
に
あ
っ
て
、
且
っ
そ
れ
が
た
め
経
済
省
案
に
比
べ
て
保
険
料
が
安
〈
、

E
つ
手
縦
の
簡
仰
な

る
所
に
利
盆
が
あ
る
ο

四

我
聞
に
は
こ
の
保
険
を
行
ふ
の
可
能
が
あ
る
か

本誌前税、制柿四四五f{審問



所
に
よ
れ
ば
、
我
凶
に
於
て
も
政
府
の
貿
易
関
係
の
調
査
曾
に
於
て
、

こ
の
保
険
が
議
題
に
上
っ
た
ご
い
ふ
こ
ご

英
猫
の
雨
闘
が
、

こ
の
輸
出
信
用
保
険
を
行
ふ
こ
正
、
な
っ
た
さ
い
ふ
報
道
が
あ
っ
て
後
、
祈
悶
紙
の
判
明
十
る

で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、

そ
の
合
議
に
於

τこ
の
問
題
が
如
何
に
取
扱
は
れ
た
る
か
の
詳
細
の
消
息
な
(
、
叉
ぞ
れ

以
外
に
於
て
、
こ
の
保
険
に
つ
き
公
に
論
議
せ
ら
れ
た
る
所
ゐ
る
を
知
ら
な
い
o

併
L
、
こ
の
保
険
が
、
最
初
、

英
欄
叫
に
於
て
唱
道
せ
ら
れ
た
ど
き
、
彼
闘
に
行
は
れ
た
議
論
よ
b
類
推
す
れ
ば
、
我
闘
に
て
も
凡
そ
次
の
三
つ
の

反
封
論
が
想
像
せ
ら
れ
る
。

そ
の
一
は
、
信
川
保
険
な
る
も
の
は
、
こ
の
輸
出
信
川
に
閲
す
る
も
の
は
勿
論
、

一
般
的
の
信
用
に
つ
い
て

-
も
・
未
に
我
酬
に
は
行
は
れ
1
ゐ
な
い
ー
も

ω↑
で
め
る
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
経
験
も
な
く
、
ま
た
輸
出
信
用
の

調
査
、
印
ち
外
国
に
在
る
除
入
商
の
信
用
調
音
に
つ
い
亡
は
・
我
闘
に
は
、
殆
ど
全
〈
そ
の
機
闘
を
依
〈
が
故

仁
、
危
険
査
定

ω方
法
な
〈
.
従
っ
て
、
こ
の
保
険
質
行
の
基
礎
を
快
き
、

か
、
る
計
査
は
金
〈
不
可
能
で
あ
る

ぜ
い
ふ
こ
E
で
あ
ら
う
o

そ
の
こ
は
、
今
日

ω輪
出
貿
易
に
於

τは
、
信
用
放
の
後
行
に
よ

h
、
銀
行
が
手
形
の

支
帥
酬
を
保
溢
し

τ居
る
認
で
あ
る
か
ら
、
信
用
保
険
の
如
き
は
鉱
閉
で
ゐ
る
正

ν
ふ
こ
E
で
ゐ
ら
う
o

そ
の
三

は
、
輸
出
信
用
保
険
の
保
険
料
は
、
結
局
、
輪
出
品
代
償
に
包
合
せ
し
め
ら
れ
、
毛
れ
だ
け
輸
入
商
の
不
利
盆
ご

な
る
か
ら
、
輸
出
促
進
の
放
川
市
な
(
、
事
ゐ
之
ご
反
封
山
り
結
川
市
を
招
〈
の
市
山
れ
が
あ
る
ご
い
ふ
こ

εで
ゐ
ら
う
。

私
は
以
下
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
研
究
仁
て
見
ゃ
う
。

時
〕
[
諭

輸
出
伝
川
保
険
に
づ
い

τ

銘
一
一
十
=
一
巻

(
銘
岡
崎
臨

九

) 

六
一
五



，~ 

日市

愉
山
信
川
保
除
に
つ
い
て

第
二
十
三
容

(
第
四
税

九
凹
)

，、

ヌミ

我
同
幽
に
於
て
は
、

一
般
の
信
用
保
険
も
行
は
れ
て
居
な
い
位
で
あ
る
か
ら
、

-
』
の
保
険
仁
つ
い
て
何
等
の
経
験

を
も
つ
も
り
、
な
い
，
』
ピ
は
、
確
に
、
輸
出
信
用
保
険
賀
行
上
に
慌
た
は
る
困
難
で
あ
る
。
ま
た

外
側
輸
入
商

の
信
用
制
査
を
な
す
機
闘
を
銚
〈
こ
ご
も
、
同
様
に
こ
の
保
険

ω賀
行
を
困
難
な
ら
し
む
る
も
の
で
め
る
o

併
し

乍
ら
併
に
紹
介
L
た
る
が
如
く
、
調
逸
に
於
て
は
.
昌
且
千
高
瓜
克
(
同

戸
)
ピ
五
百
両
M
W
克
(
同
・
〕
戸
)
ご
の
政

府
基
金
を
以
て
、
英
吉
利
に
於
て
は
、
武
千
高
磁
の
政
府
基
金
を
以
て
、

い
づ
れ
も
、

V

』
の
保
険
念
行
ム
-
』
ご
、

な
っ
た
一
品
質
は
、
こ
の
保
険
の
賀
行
が
、
我
闘
に
於
て
は
困
難
で
あ
る
己
レ
ム
理
由
に
よ
り
て
、
之
を
脱
税
す
る

こ
正
を
前
き
な
い
事
態
を
惹
き
起
し
た
も
の
古
い
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
ピ
な
れ
ば
‘
者

L-}
の
輪
出
信
用
保

除
な
る
も
の
が
・
英
獅
政
府
蛍
局
の
商
時
期
す
る
が
如
〈
、
総
出
を
促
進
助
長
す
る
の
放
果
ゐ
る
も
の
ご
す
れ
ば
、
総

出
貿
易
e

皆
様
炭
せ
し

U
る
の
必
要
切
な
る
我
闘
に
於
て
は
、
之
に
大
に
問
中
ぷ
所
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
共
に
、
夏
に

之
れ
よ
り
も
闘
志
を
要
す
る
事
柄
は
、
我
が
割
外
除
由
仁
於
り
る
競
守
岡
た
る
こ
の
繭
凶
が
、

か
、
る
制
皮
の
下

に
そ
の
輪
出

ω
蹄
脱
会
な
す
こ
芭
は
、
や
が
て
、
我
が
販
路
に
劃
す
る
侵
入
ど
な
h
、
我
が
輸
出
に
劃
す
る
腿
迫
ご

な
る
閥
係
が
あ
る
こ

Z
T見
逃
す
こ
ご
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
阪
に
我
山
炉
封
外
貿
易
の
競
守
附
た
る
英
猫
雨

閣
の
輪
出
荷
が
、
・
」
の
制
度
の
下
に
於
て
我
闘
の
輪
出
荷
」
ち
も
布
利
的
地
位
に
立
ち
、
我
が
販
路
に
拙
到
し

τ侵
入一

す
る
の
可
能
を
増
[
た
も
の
ご
す
れ
ば
、
我
闘
は
袖
手
傍
観
す
る
こ
子
炉
』
待
宇
、
同
桜
の
謝
策
を
以
て
之
仁
蛍
る



の
要
あ
る
は
↓
冨
ふ
を
侠
た

F
る
所
で
あ
ら
う
。
事
業
貿
施
の
困
難
の
如
き
、
こ
の
見
地
よ

h
せ
ば
正
仁
第
二
夫
的

の
も
の
で
あ
っ
て
、
調
は
ゆ
る
高
難
を
排
し
て
行
ふ
の
必
要
の
下
に
は
問
題
ご
す
る
に
足
ら
古
る
も
の
で
あ
る
。

元
来
、

こ
の
輪
出
信
用
保
険
正
い
ふ
も
の
は
、
世
界
大
戦
後
、

一
方
に
於
て
は
英
獅
の
如
き
工
産
製
品
の
輸
出

闘
が
、
戦
附
経
務
よ

h
卒
時
総
務
に
復
す
る
ご
共
に
、

そ
の
輸
出
の
故
復
又
は
俊
民
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
居
り
、

他
方
工
業
製
品

ω輪
入
園
記
る
弱
小
出
陣
闘
は
、
そ
の
劃
外
金
融
信
用
が
梗
塞
し
て
居
る
ピ
レ
ふ
ん
事
的
閣
の
下
仁
産
れ

た
も
の
正
見
る
こ

E
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
回
止
h
、
戦
前
に
於
て
も
、
議
に
遁
べ
た
る
如
f
2
F
-
c
三
ベ
-
モ

の
他
に
於
て
こ
の
稲
の
保
険
が
な
hr
っ
た
の
で
は
な
い
。
併
し
そ
れ
は
特
殊
の
場
合
に
於
け
る
保
険
で
あ
っ
て
、

一
般
的
に
行
は
れ
て
活
た
も
の
で
は
な
い
。
品
叫
に
輪
出
信
用
の
調
査
、
卸
も
'
』
の
保
険
に
於
げ
る
危
険
測
定
の
基

礎
ご
な
る
も
の
、
如
き
は
、
回
よ
b
未

r確
貨
な
る
も
の
が
見
出
さ
れ
て
居
る
評
で
は
な
〈
、
阪
に
之
を
政
府
事
業

ご
し
て
質
施
せ
る
英
獅
耐
岡
仁
於

τも
、
賀
行
の
困
難
ご
い
ふ
馳
に
於

τは
、
我
闘
に
於
け
る

E
M辿
る
所
な
き
事

怖
の
下
に
あ
る
の
で
あ
る
。

-」の

νづ
れ
の
闘
に
於

τも・

』
ω保
険
が
今
日
純
然
た
る
民
営
干
し
て
行
以
れ
得

す
、
莫
大
な
る
政
府
基
金
の
下
に
、
戒
は
純
然
た
る
政
府
市
申
業
正
し
て
、
或
は
宇
政
府
事
業
ご
し
て
行
は
る
、
に

至
っ
た
こ
芭
は
、
保
険
質
肱

ω来
礎
に
閲
す
る
困
難
を
敢
て
刊
制
し
て
行
ひ
た
る
の
一
つ
の
諮
左
で
あ
る
。
今
回
の

英
吉
利
に
於
り
る
輪
山
信
川
保
険
が
、
三
ゲ
年
の
限
定
期
間
を
有
す
る
岡
皆
吉
し

τ行
は
れ
た
の
は
、
そ
の
間
に

得
る
所
的
政
府
ゆ
経
験
を
以
1
、
賂
来
に
於
げ
る
民
街
成
立

ω基
礎
ロ
ら
し
め
、
今

H
民
笹
の
保
険
曾
枇
が
之
仁

時

諭

輸
山
信
別
保
険
に
ワ
い
て

第
ニ
十
豆
巻

(
第
四
鋭

九
五
)

六
一
七



ロ普

論

輸
出
信
用
保
険
に
つ
い
て

第
二
十
三
容

(
第
四
抗

九
六
)

，、

F、

賞
る
も
の
な
〈
正
色
、

三
ヶ
年
の
後
、
之
を
経
替
す
る
曾
枇
の
出
況
を
誘
ム
の
悶
的
を
も
つ
の
で
ゐ
っ
て
、
之
を

以
て
見
て
も
英
吉
利
に
於
て
も
亦
、
こ
の
保
険
質
施
の
容
易
な
ら
古
る
こ
ご
は
我
闘
に
於
け
る
さ
異
る
所
な
き
こ

正
が
明
か
で
あ
ら
う
o

段
に
府
民
施
の
悶
難
正
い
ふ
こ
芭
は
、

こ
れ
を
賞
施
せ
，
さ
る
の
理
由
ご
は
な
ら
な
い
。

五

信
用
状
制
度
が
あ
る
の
に
向
ほ
こ
の
保
険
を

必
要
ざ
す
る
か

次
に
、
今
日
の
輪
山
貿
易
は
、
主
正
し
て
信
用
航
に
基
い
て
行
は
れ
い
、
輪
出
向
は
、
注
文
の
貨
物
を
肺
秘
す
る

ご
共
に
、
加
荷
諸
島
庁
、
海
上
保
険
在
券
、

そ
の
他
の
輸
出
世
話
を
添
付
し
て
刊
九
谷
手
形
を
後
行
し
、
こ
の
手
形

は
、
環
て
取
引
銀
行
に
到
着
し
居
る
信
用
般
に
基
き
て
削
引
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
輪
出
繭
の
代
金
受
領

は
、
碓
W
H
で
あ
っ

τ、
こ
の
信
用
放
に
よ
っ
て
保
設
せ
ら
れ
て
居
る
o

放
に
-
』
の
陶
係
よ
b
見
て
、
輸
出
信
用
保

険
な
る
も
の
は
、
今
真
、
之
を
必
要
臼
し
な
い
こ
い
ふ
論
の
柏
崎
る
一
』
己
が
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
諭
は
、
英
澗
に
於

て
は
、
主
ご
し

τ銀
行
家
仁
よ
b
て
郁
へ
ら
れ
た
も
の
で
め
る
。

ニ
の
論
は
誌
に
表
面
的
の
も
の
℃
あ
っ
て
、
事
貨
の
異
髄
に
刷
れ

Y
る
も
の
で
あ
る
。
手
形
が
銀
行
に
よ
っ
て

割
引
せ
ら
る
、
ピ
い
ふ
こ

E
は
、
手
形
金
額
不
抑
の
危
険
が
銀
行
に
輔
嫁
せ
ら

μ
た
る
司
」
ぜ
を
意
味
す
る
の
で
は

な
い
o

手
形
の
支
搬
入
た
る
聡
入
闘
が
、

そ
の
支
挑
を
桓
絶
し
た
る
場
合
に
は
、
割
引
を
な
[
た
る
銀
行
は
振
出



取
引
が
、

拍
聞
は
ゆ
る

G
E
E
S
Z釦
1
5
J
μ
3
2こ
郎
も
仙
川
荷
詮
券
そ
の
他

ω総
出
書
類
が
、
手
形
の
支

人
た
る
輸
出
商
に
濁
し
て
償
漣

ω請
求
を
な
し
得
る
か
ら
で

b
る
。
放
に
ζ

の
場
合
に
於
て
は
、
縦
ひ
そ
の
輸
出

梯
ぜ
引
替
に
交
付
苫
る
ぺ
き
保
件
に
於

τ行
は
れ
、
輸
入
商
の
支
挑
拒
絶
ゐ
る
も

a

輸
出
貨
物
は
倫
ほ
取
引
銀
行

関
係
者
の
支
配
下
に
あ
る
甲
」
ご
に
な
っ
て
居
る
に
し
て
も
、
輸
出
商
は
結
局
元
の
貰
買
代
償
正
支
銚
桓
絡
の
た
め

に
到
着
地
に
於
て
な
せ
る
蕗
分
の
代
償
己
の
差
額
を
損
す
る
こ
ピ
、
な
る
で
ゐ
ら
う
o

者
L
叉
そ
の
輪
出
取
引

が
、
請
は
ゆ
る
ミ
ロ
o
g
E
E宮
山
岡
弘
ロ
且

R
n
Q耳目目
o
f即
ち
船
荷
設
券
そ
の
他

ω書
類
が
、
手
形
の
引
受
ご
引
篠

に
交
付
せ
ら
る
、
の
僚
件
に
於
て
行
は
れ
た
る
も
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
手
形
の
支
梯
蛭
絶

ω場
合
に
は
、
阪
に
轍

出
貨
物
は
総
入
商

ω支
配
下
に
あ
る
こ
正
、
な
る
か
ら
‘
輸
出
商
は
取
引
代
債
の
全
額
を
損
す
る
こ
吉
、
な
る
。

尤
も
・
前
に
述
べ
た
る

RRιo-20色
町
門
へ
の
方
法
を
利
用
し
、
輸
出
前
が
手
形
を
振
出
す
に
醤
。
、
自
己
は
償
還

義
務
を
負

u
g
る
回
目
を
、
特
に
手
形
商
に
記
載
し
て
割
引
を
受
〈
る
ぜ
き
、
郎
も
謂
は
ゆ
る
た
当
日
任
。
己
目

g
5
R
-

E
E
ご
し
て
荷
潟
替
手
形
を
品
目
行
し
て
、
そ
の
割
引
を
受
〈
る
ご
き
は
、
縦
ひ
総
入
商
が
支
梯
の
恒
絡
を
な
す

も
、
輪
出
荷
は
、
手
形
上
の
義
務
は
之
を
見
る
、
こ
己
、
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
輸
入
商
の
支
搬
組
組
に
よ
る
損

失
を
兎
れ
得
る
誇
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
が
た
め
に
は
、
総
入
商
に
制
到
し
て
、
そ
の
法
附
す
る
所

ω
信
用
放
を

去

三

円

『
O
己
司
noロ
Eo--
式
正
し
て
作
成
す
る
こ
ご
を
要
求
せ
ね
ば
な
ら
す
・
そ
れ
は
、

之
よ
L

リ
も
寛
大
な
る
僚
件

に
て
輪
出
註
文
に
臆
す
る
競
守
輸
出
者
の
あ
る
場
合
に
は
、
輪
出
向
ご
し

τの
自
己
の
立
場
を
不
利
盆
ご
な
す
も

ß~ 

論

輸
出
信
用
保
険
に
円
J
V
て

第
二
十
三
番

(
第
四
批

九
七
)

，、

1， 



"を

論

抽
出

U
川
保
険
に
つ
い
て

部
二
十
ニ
谷

(
第
凹
僻

jι 

ノ'1.

，、

O 

の
で
あ
り
、
叉
こ
の

R
R
《
山
内

-nH10色
町
】
q
mゆ
也

、

の
た
め
に
文
捌
ふ
手
数
料
は
、

ぞ
れ
が
輪
出
代
舗
の
中
に
包
合
せ
し
め

ら
る
、
吉
、
き
は
、
輸
入
市
問
を
し
て
信
用
放
の
金
融
負
捻
以
外
仁
延
に
そ
れ
い
ピ
り
の
負
携
を
増
加
せ
し
む
る
の
結
川
市

ど
な
b

ニ
れ
叉
輪
山
焼
却
叩
上

ω地
位
を
釘
利
正
な
す
こ
、
己
、
は
な
ら
な

ν。
殊
ド
、
か
〈
の
如
き
方
法
は
、

J
i
H
F
C
C同

H
o
n
o
z
口
wmHUH--

め
振
山
を
切
か
に
訟
む
る
所
山
法
制
の
下
仁
於
工
の
み
可
能
で
め
っ
て
、
我
図
的
知

f
・
仮
出
入
が
自
己
に
謝
す
る
償
円
起
請
求
の
義
務
を
A
H
H
凶
ゲ
る
所
り
手
山

ω振
山
を
な
し
得
る
こ
ご
に
つ
き
、
商

法
上
明
文
を
快
〈
が
た
め
、

炉
、
る
手
形
の
殺
力
に
闘
し
T
疑
義
ゐ
る
闘
に
於

τ
u、
之
に
到
す
る
積
械
的
な
る

判
例
の
碓
立
せ
プ
じ
る
限
h
、
経
済
業
務
ご
し
て
は
、
賀
行
不
能
な
る
所
で
あ
る
。

信
用
版
制
度
り
ハ
作

f
る
限
h
輸
出
信
用
保
険
は
如
鴨
川
で
ゐ
る
己
的
一
論
は
、
間

t
以
て
、

こ
の
保
険
制
度

ω効
用

を
一
義
鷲
す
る
こ
正
、
な
る
で
あ
ら
う
。
元
来
、
信
川
限
的
制
度
一
仏
、
輸
出
手
形
の
制
引
を
節
似
な
ら
し
む
る
が
た
め

に
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
輪
山
金
融
hz
目
的
正
す
る
も
の
で
あ
る
e

そ
れ
が
手
形

ω支
切
を
保
誼
す
る
貼
に
於

て
検
出
信
用
危
険
を
減
少
す
る

ω放
浪
ゐ

h
、
更
に
そ
れ
が
4
弓

5
2ごめの
O
Z
2
0
E
口
内
制
引
を
可
能
な
ら
し
む
る

に
至
っ
て
、
輪
出
信
川
危
険

ω負
榊
闘
を
輪
出
向
よ
り
金
融
業
者
に
時
嫁
す
る
の
作
別
を
な
ず
二
三
、
な
る
。
放
に

危
険
制
時
嫁

ω作
用
は
J

』
心
場
合
に
於

τは
、
副
次
的
な
る
も
の
で
ゐ
つ
工
本
源
的
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
閥

係
は
、
昔
、
海
上
保
険
が
殺
生
す
る
に
歪
る
ま
で
、
冒
険
貸
借
が
海
上
危
険
制
時
嫁
の
役
目
を
山
閉
じ
た
る
ご
相
似
た



る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
き
て
扱
き
・
断
に
信
川
放
の
制
度
に
於
て
は
、
輪
出
信
用
危
険

ω輔
嫁
ご
い
ふ
ζ

ご
が
、

た
い
副
次
的
に
の
み
作
用
す
る
も
の
ご
せ
ば
、
こ
の
作
用

rけ
を
享
〈
る
た
め
に
、
信
用
版
制
度
の
全
作
用
を
享

〈
る
に
劃
し
て
要
す
る
設
用
ご
煩
券
ピ
を
負
憶
す
る
は
、
不
経
済
な
る
事
柄
で
ゐ
る
。
放
に
輸
出
信
用
危
険
公
明

嫁
を
盟
む
も
の
に
謝
[
て
、
直
接
に
、
第
一
次
的
に
こ
の
作
用
を
興
ふ
る
所
の
，
輪
山
信
用
保
険
を
利
用
せ

L
め、

之
を
以
J
L
信
用
欣
制
度
に
代
は
ら
し
な
る
な
ら
ば
.
信
用
収
制
度
が
田
平
に
副
弐
的
に
危
険
叫
嫁

ω
役
目
を
議
す
が

た
め
に
要
し
た
る
煩
労
ご
技
用
子
宮
減
少
す
る
の
利
盆
め
る
で
あ
ら
う
o

郎
LP
、
輪
山
信
川
保
険
的
制
度
が
存
在

す
る
場
合
に
は
、
輪
出
向
は
、
手
形
の
支
帥
加
担
絶
に
よ
る
損
害
は
之
に
よ

b
て
填
補
せ
ら
れ
得
る
が
故
に
、
輸
入

世
間
会
し
て
必
宇
し
も
信
川
以
を
提
出

u
L
な
る
の
要
な
〈
、
従
っ
て
輸
入
商
に
信
用
航
を
得
る
が
た
め

ω煩
労
己

帆
立
川
ご
を
品
目
除
す
る
こ
正
、
な
り
、
そ
れ
は
結
局
に
於
て
、
輸
入
品
の
原
岡
闘
を
減
少
す
る
の
結
川
市
己
な
る
o

放
に

輸
入
閣
に
ピ
つ

τは
、
同
一
の
申
込
代
舗
で
め
っ
ー
も
、
信
用
放
を
必
要
ご
す
る
輸
出
商
よ
h
m
H
ふ
よ
り
は
、
之

を
要
ゼ

2
る
輸
出
向
よ
b
山
貝
ふ
方
が
布
利
で
ゐ
る
か
ら
.
自
然
そ
の
政
文
は
、
輸
出
信
用
保
険
り
存
一
仕
す
る
闘
へ

向
ふ
ニ
ピ
、
な
る
で
あ
ら
う
o

こ
れ
が
、
こ
の
制
度
に
輪
山
促
進
助
長

ω
作
用
ゐ
る
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
、
船
山
信
用
保
険

ω制
度
が
行
は
る
、
に
至
れ
ば
、
信
用
版
制
度
は
そ
の
必
要
の
刑
何
度
を
減
少
す

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
輸
出
信
用
保
険
制
度
は
貿
易
金
融
業
者
よ
b
そ
の
業
務
の
一
部
分
を
曾
ム
結
川
市
古
な

る

ω可
能
が
め
る
。
ニ

ω依
を
以
て
・
銀
行
業
活
は
佐
々
こ

ω保
険
制
度
に
反
謝
を
試
み
る
。
併
し
乍
ら
、
こ
の

P， 
E面

輸
出
信
川
保
険
に
つ
い
て

銘
二
十
三
巻

(
第
四
抗

九
九
)



謝
す
る
は
偏
見

ω甚
に
し
い
も
の
さ
い
は
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

銀
行
業
者

ω立
場
よ
b
す
れ
ば
、

輪
山
信
川
危
険

1時

論

崎
山
信
用
保
険
に
つ
い
て

第
二
十
三
谷

(
協
同
税
一

0
0
)

信
用
保
険
制
度
が
川
市
し
て
よ
く
聡
出
促
進
の
柿
品
川
市
あ
る
も
の
ご
す
れ
ば
、

銀
行
業
務
喪
失

ω
理
由
を
以
て
之
に
反

の
耐
脚
妹
引
受
は
、

寧
ろ
之
を
保
険
事
業
に
委
ね
、

銀
行
は
そ
の
業
務
に
危
険
分
子
を
紹
?
}
己
に
努
む
る
方
が
そ

の
本
来
の
特
性
を
後
押
す
る
所
以
で
ゐ
ら
う
。

兎
に
、
仔
細
に
こ
の
制
度
，
乙
銀
行
業
務
ご
の
閲
係
を
見
る
に
、
輸
出
信
用
保
険
制
度
が
銀
行
業
者
よ
b
奪
ふ
所

の
も
の
が
ゐ
b
z
す
れ
ば
、

そ
は
前
辿
り
如
〈
、
信
川
股
業
務
で
あ
る
。
荷
品
局
替
割
引
の
業
務
は
依
然
銀
行
の
業

務
己
し

τ暗
闇

h
、
且
つ
是
れ
は
、
保
険
に
よ
り

τ保
陣
せ
ら
る
、
が
故
に
、
真
に
安
全

ω皮
を
加
へ
る
こ
吉
、
な

る
。
而
b
、
信
用
扶
業
務
を
奪
は
る
、
も
の
は
、
総
入
国
の
銀
行
で
あ
っ
て
、
こ
の
保
険
制
度
の
下
に
あ
る
所
の

輪
出
闘
の
銀
行
で
は
な
い
。

こ
の
駄
に
つ
い
u

て
誤
解
が
あ
っ
て
は
な
ら
泊
。
輸
出
閣
の
銀
行
、
郎
も
こ
の
保
険
制

皮

ω下
じ
ゐ
る
闘
の
銀
行
は
、
こ
の
制
度
じ
よ
b
割
引
手
形
の
確
貨
安
全
が
保
障
せ
ら
る
、
利
盆
あ
る
に
り
で
ゐ

る
o

若
し
彼
等
が
失
ふ
所
あ
り
芭
す
れ
ば
、

そ
は
、
総
入
園
に
支
応
を
有
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
支
応
に

於
け
る
母
図
宛
の
信
用
紋
世
帯
務
に
止
ま
る
。
故
に
銀
行
の
立
場
よ
h
見
る
も
こ
の
制
度
に
反
謝
す
べ
き
理
由
正

L

て
大
な
る
も
の
が
ゐ
る
評
で
は
な
い
。
殊
に
、
我
凶
の
如
き
立
場
に
あ
り
て
は
、
英
獅
の
如
き
我
岡
に
劃
す
る
聡

出
凶
に
於
て
、
輪
出
信
用
保
険
が
行
は
れ
る
結
果
ご
し

τ・
飛
来
彼
図
の
輸
出
向
が
我
闘
の
輸
入
商
仁
封
し
信
用

拡
を
要
求
す
る
の
必
要
な
(
な
b
た
る
正
き
は
、
|
|
今
日
の
蕗
で
は
、
英
吉
利
の
制
度
で
は
、
我
国
向
の
子
形



は
、
こ
の
保
険
制
度
の
外
に
あ
る
こ

Z
に
な
っ
て
居
る
|
|
我
銀
行
の
信
用
版
業
務
は
彼
闘
の
信
用
保
険
に
よ

h
て
奪
は
晶
、
ニ
ぜ
、
な
り
、
而
も
彼
園
の
銀
行
は
割
引
手
形
が
こ
の
保
険
に
よ
h
て
保
障
せ
ら
る
、
に
拘
は
ら

宇
、
我
闘
の
銀
行
は
、
自
凶
に
於

τこ
の
保
険
を
敏
〈
が
斜
め
、
割
引
手
形
に
調
し
何
等
確
貨
安
全
を
増
さ
ャ
る

の
不
利
盆
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
正
、
な
る
で
め
ら
う
o

こ
の
関
係
に
つ
い
i

て
は
、
特
に
、
我
が
貿
易
銀
行
の
注

意
を
煩
は
き
ね
ば
な
ら
向
。

.晶.
~、

保

険

料

の

騨

械

が

輸

出

阻

害

の

結

果

そ

招

く

い

か

如
き
こ
さ
が
あ
る
か

総
山
信
用
保
険

ω保
険
料
は
、
結
局
、
総
入
商
に
鴨
嫁
せ
ら
れ
、

そ
れ
だ
け
聡
入
市
場
に
於
け
る
代
債
を
高
か

ιし
む
る
が
故
に
、
輪
出
奨
臓
の
目
的
を
達
せ
す
、
却
っ
て
そ
の
反
劃
の
結
果
を
蒸
す
こ
ご
、
な
ら
な
い
で
あ
ら

h
'
B

、

z
f抱

ど
い
ふ
ニ
芭
に
つ
い
て
は
、
輪
入
商
の
採
算
的
事
貨
に
就
い
て
慎
重
に
調
査
せ
ね
ば
な
ら
的
問
題
で
ゐ

る
o 

たい
Y

こ

ω疑
問
に
つ

r
て
、
先
づ
明
か
に
し
て
置
が
ね
ば
な
巳
ぬ
事
柄
以
、
保
険
料
が
必
然
輸
入
商
に
樽
嫁
せ

ιる
、
も

ω
吉
見
倣
す
見
解
は
決
り
で
あ
る
正
い
よ
こ
芭
で
あ
る
o

保
険
料
が
目
指
し
て
輪
入
荷
に
轄
嫁
せ
ら
る
、

か
、
又
は
第
一
・
択
負
抱
者
た
る
輸
出
商
が
、
結
局
に
於
て
も
、
や
は
り
そ
の
負
揖
者
で
あ
る
か
は
、
買
は
ん
さ
す

師寺

論

輪
山
信
用
保
険
に
う
い
て

第
二
十
=
一
巻

(
第
四
蹴
一

O
一)

A → r、

F
H
P

与
晶
、
b
h
f
-



U~ 

1而

輸
出
伝
川
保
険
に
つ
い
て

第
二

I
一一一容

(
品
問
脚
一

O
ニ)

ノ、

凹

る
の
欲
求
三
民
ら
ん
三
す
る
欲
求
ピ
い
づ
れ
が
強
き
か
、

に
よ
h
て
定
ま
る
所
で
あ
っ
て
、

必
?
し
も
買
手
た
る

総
入

-M仁
ぞ
れ
が
特
似
せ
ら
品
、
も
の
ご
は
限
ら
な
い
。
か
の
輪
出
腕
守

ω激
し
き
己
芳
一
に
、
輸
出
向
が
最
も
切

-
り
つ
め
た
る
利
盆
に
於
て
注
文
の
引
受
り
を
な
す
が
如
き
は
、

貿
易
不
況

ω時
代
仁
は
腿
I
こ
れ
ゐ
る
所
で
ゐ
る

M
Y

、
か
、
る
場
合
仁
は
、

輸
出
信
則
保
険
料
の
如
己
そ

ω全
部
が
商
品
川
り
代
償
に
包
合
せ
し
め
ら
れ
得
な
い
こ
Z

は
終
す
る
に
除
ち
あ
る
所
で
あ
ゐ
。

日
光
二
、

a
n
'
t
 

一
歩
全
説
り
J
L
、
輪
出
信
用
保
険
料
的
金
目
叫
が
、
脈
出
品
の
代
師
恨
の
中
に
計
算
せ
ら
れ
・

ぞ
れ
が
輸
入

商
に
脚
嫁
ゼ
ら
る
、
も

ωご
し

τも
、
輸
入
商

u、
他
方
仁
於
℃
、

こ
の
保
険
め
る
が
た
め
、
信
川
放
的
提
出
を

免
除
せ
ら
れ
、
従
っ
て
信
用
献
を
獲
る
た
め
の
金
融
上
的
負
搬
す
b
解
放
せ
ら
れ
る
こ
ご
、
な
る
を
見
逃
し
て
は

よ
ら
J
、

O
K
二、

7

F

L

F

也

l

一
}
の
保
仰
が
信
用
拡
制
度
に
代
る
こ
JE
仁
よ
り
、
輸
出
促
進
り
粕
川
本
を
皐
「
る
哩
』
正
、
な
る

か
否
hrω
問
題
は
、
総
入
商
が
信
用
放
を
獲
る
た
め
に
必
要
ご
す
る
所
の
金
融
上
の
負
換
、
的
丸
H
-

一
時
的
に
言
へ

ば
、
信
用
朕
手
数
料

信
用
朕
の
出
間
保
り
た
め
じ
脱
が
す
資
本
に
闘
し
て
失
ム
所

ω
金
利
等
一
炉
、
総
出
信
用
保
険

の
保
険
料
|
|
そ
れ
が
結
局
企
・
削
除
入
耐
に
碑
妹
せ
ら
る
、
も
の
己
の
似
定
金
許
し
て
ー
ー
さ
比
較
し

τ、
し、

〆>

れ
が
多
さ
か
の
採
算
的
苧
討
に
懸
る
こ
ご
、
な
る

Q

信
川
駅

ωた
め
の
金
融
上

ω負
鈴
が
、
保
険
料
よ
り
多
き
JE
き
は
、
縦
ひ
保
険
料
的
金
額
が
輪
入
商
に
陣
嫁
せ

も
晶
、
正
も
、
輪
出
信
州
保
険
的
下
仁
め
る
前
H

川を
m
R
ふ
万
が
、
然
ら

F
る
も
の
を
買
ふ
よ
b
有
利
で
あ
る
か
ら
、



言
す
れ
ば

こ
の
保
険
は
輪
入
商

ω利
品
誕
百
な
る
所
な
〈
.
寧
ろ
多
少

ω負
擦
を
増
加
す
る
こ
吉
、
な
る
か
ら
、

こ
の
保
険
は
、
信
胤
放
制
度
に
代
る
こ
正
に
よ
り
、
輪
出
促
進
心
放
呆
を
旗
げ
得
る
こ
正
、
な
る
。
若
し
然
ら
す

し
て
、
信
用
以

ω
た
め

ω金
融
上
の
負
婚
が
、
保
険
料
よ
・
り
少
〈
し
て
、
而
も
保
険
の
場
合
に
は
鱒
嫁
あ
る
も
の

金
利
閥
係
よ
b
し
て
・
輸
出
促
進
己
は
反
謝

ω一
粕
川
市
を
悩
〈
一
て
G

、
な
る
で
あ
ら
う
Q

放
に
今
日
、
輸
入
商
が
信

周
航
を
獲
る
た
め
に
要
す
る
所
り
金
融
上
り
負
強
が
幾
何
で
ゐ
る
か
、
及
び
若
し
我
闘
に
於
て
ニ
の
輸
出
信
川
保

除
を
行
ふ
ご
す
れ
ば
、

そ

ω保
険
料
を
幾
何
正
す
る
か
、

ご
い
ふ
こ
ご
が
、

こ
の
保
険
耕
業
の
成
不
H

蛇
び
仁
、
そ

の
船
山
促
進

ω
放
m
捕
の
存
否
り
分
る
、
所
で
あ
る
。

七

ヲ
」
の
保
険
が
輪
山
促
遣
の
放
果
を
拳
ぐ
る
場
合

総
山
信
用
保
険

ω
保
険
料
が
、
信
用
献
を
獲
る
た
め
の
聡
入
荷
の
金
融
上
の
負
携
に
比
べ
て
高
き
た
的
、
こ
の

保
険
制
度
が
信
川
蚊
制
度
に
代
る
こ
ピ
飽
は
ゲ
る
場
合
に
於

t
は
、
輪
出
促
進
川
町
殺
川
市
も
亦
こ

ω
方
面
に
於

τは

之
を
訟
む
る

}
正
一
か
出
来
な

νω
は
言
ふ
ま
で
も
な
レ
。
併
し
乍
ら
、

こ
れ
は
・
』
の
保
険
制
度
が
信
用
mm制
度

ω

代
用
ご
な
る
こ
ご
に
よ
り
て
総
山
促
進
に
役
立
つ
己
い
ふ
一
方
面
の
妓
川
市
に
於
て
快
4
る
所
が
ゐ
る
古
い
ふ
に
止

ま
b
、
こ
れ
が
縛
め
に
、

-
』
の
保
険
制
度
の
会
部
の
放
呆
を
否
定
す
る
は
早
計
で
あ
る
o

総
出
信
用
保
険
制
度
は
、
弱
小
園
又
は
未
開
地
方
に
於
付
る
輪
入
荷
が
、

そ
の
図
又
は
そ
の
地
方
の
金
融
mm態

時

Z向

愉
山
信
川
保
障
に
つ
い
て

第
二
十
三
容

(
部
凹
腕
一

o=一)
ノ、

i' 



旧与と

論

輸
出
信
用
惇
険
に
つ
い
て

第
二
十
三
番

(
銘
凹
貌
一

O
凹
)

ノ、

~，、

が
安
定
な
ら
ざ
る
が
た
め
、
若
し
く
は
輪
出
闘
の
銀
行

ε確
貨
な
る
聯
絡
を
有
す
る
銀
行
を
依
く
が
た
め
、
信
用

献
を
獲
る
能
は
す
し
て
、
輪
出
商
に
手
形
仮
出
の
基
礎
を
提
供
し
得
古
る
場
合
に
、
之
に
代
っ
て
輸
出
前
を
し
て
手

形
山
り
銀
山
挫
び
に
そ
の
割
引
的
基
礎
を
奥
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
卸
も
、
輸
出
商
は
、
縦
ひ
信
用
紙
は
な
〈
芭
も
、
そ

そ
の
輸
出
取
引
の
決
済
に
謝
し
取
引
銀
行
を
安
心
せ

し
め
待
ぺ
{
、
従
っ
て
容
易
に
且
つ
有
利
に
手
形

ω割
引
を
受
〈
る
こ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
矧
は
、

の
輸
出
手
形
に
謝
し
信
用
保
険
を
受
〈
る
こ
正
仁
よ
り
て
、

輪
出
金
融
の
梗
塞
を
緩
和
し
、
輸
出
信
用
を
鏑
張
し
、
信
用
紋
制
度
を
岡
執
す
れ
ば
獲
得
後
展
し
得
F
る
聡
出
貿

日
却
を
開
拓
し
待
し
む
る
の
品
以
来
が
ゐ
る
は
疑
な
き
所
で
あ
ら
う
。

ま
た
、
世
界
大
戦
後
に
於
け
る
弱
小
諸
国
の
一
舵
曾
上
挫
ぴ
に
経
済
上
の
紋
践
は
、

い
づ
れ
も
、
輸
出
代
金
の
取

立
に
何
等
か
の
不
安
佐
思
は
し
む
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い
o

現
に
希
臓
や
支
那
の
如
き
は
、
殆
ど
そ
の
動
乱
の

跡
を
絶
た

4

さ
る
の
有
様
で
あ
る
u

故
に
hr
〈
の
如
き
図
ざ
の
貿
易
に
於
て
は
、
縦
ひ
、
確
貨
な
る
信
用
収
が
あ

h
、
叉
は
『

ι
o
-
q丘
町
旬
。
た
の
方
法
で
手
形
制
引
が
行
は
る
、
に
し
て
も
、
一
度
ぴ
相
手
方
た
る
聡
入
闘
が
動
乱

の
渦
中
に
落
ち
込
む
な
ら
ば
、
そ
の
代
金
の
取
立
工
は
少
〈
ご
も
嘗
分
は
駄
目
で
あ
る
o

輪
山
商
が
損
を
し
な
け

れ
ば
、
制
引
銀
行
が
そ
の
損
失
を
背
負
ひ
込
h
u
-
-
己
、
な
る
で
ゐ
ら
う
o

炉
、
る
怨
念
が
、
今
日
、
輸
出
を
阻
害

し
て
居
る
こ
正
の
相
蛍
大
な
る
は
言
ム
ま
で
も
な
き
所
で
あ
る
。
信
用
放
制
度
に
よ
h
て
は
、
こ
の
懸
念
を
一
一
帯

し
・
検
出
両
雄
ぴ
に
割
引
銀
行
に
安
心
を
奥
ふ
る
哩
』
己
が
出
来
な
い
。
輪
出
商
及
び
銀
行
を
し
て
炉
、
る
不
安
よ

り
放
念
せ

L
め
、
輪
出
に
劃
す
る
阻
害
懸
念
を
除
き
得
る
も
の
は
、
調
は
ゆ
る
非
常
危
険

(
Q
E
g
z
n
白
井
ω
)



に
封
す
る
信
用
保
険
の
外
じ
は
な
い
。

-
w

の
信
州
紋
獲
得
難
に
よ
る
輪
出
の
阻
害
及
び
非
指
危
険
の
懸
念
に
よ
る
輪
出
阻
害
の
二
つ
の
場
合
に
あ
旬
て

は
、
段
仁
信
用
肢
を
獲
る
た
め
の
金
融
上
の
負
櫓
正
保
険
料
率
ご
の
比
較
山
問
題
が
存
在
L
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
保
険
料
率
仁
し
て
不
嘗
に
高
か
ら
ざ
る
限
h
，
、
輸
出
信
用
保
険
が
輪
出
促
準
の
数
回
弔
を
有
す
る
こ
Z
は
疑
な

き
所
で
ゐ
る
。

以
上
越
ぺ
来
b
た
る
が
如
〈
、
阪
に
英
舗
に
於
て
は
政
府
事
業
ピ

L
て
輸
出
信
用
保
険
事
業
を
経
鋒
し
、
ま
た

北
米
合
来
闘
に
あ

h
て
も
、
民
畿
の
曾
枇
が
次
第
に
鎌
足
的
に
こ
の
事
業
を
替
み
つ
、
あ
る
の
今
日
に
於
て
は
、

我
闘
の
輸
出
商
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
輪
出
商
に
謝
立
し
て
、
幾
許
か
の

EEhEMMee附
せ
ら
れ
た
る
の
結
果
E
な

っ
て
居
る
o

こ
の

宮
包
宮
司
を
除
き
、
我
が
輸
出
商
を
し
て
身
粧
に
国
際
競
争
場
裡
に
活
躍
せ
し
め
得
な
け
れ

ば
、
今
日
図
際
貿
易
不
振
の
正
き
仁
際
し
て
、
我
工
業
の
降
摘
は
到
底
之
を
望
む
こ
古
を
得
す
、
失
業
問
題
の
解
決

も
盆
i
困
難
ど
な
る

ω外
は
な
い
。
輪
出
信
用
保
険
の
制
度
を
以

τ特
に
商
一
斗
業
者
を
保
護
す
る
も
の
正
の
み
凱

出昨日し、

そ
が
労
働
者
の
失
業
を
救
ひ
、
夏
に
積
括
的
に
就
業
率
・
を
増
加
す
る
の
数
果
ゐ
る
を
知
ら
3
る
も
の
が
ゐ

る
な
ら
ば
、

そ
は
国
際
経
隣
国
介
に
於
り
る
我
幽
民
経
憐
の
地
位
を
知
ら
ゲ
る
に
職
曲
す
る
正
い
は
な
け
れ
ば
な
ら

向
。
私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
総
出
信
用
保
険
は
今
日
の
我
闘
に

z
b
て
は
質
に
削
問
視
し
得
F
る
問
題
で
あ
る
。

(一

E
・
九
・
一
五
)

時

論

輸
出
信
川
保
険
に
ヨ
い
て

第
二
十
三
巻

(
停
四
棋
一

O
E
)

，、

七

不可"


